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二うるん決
年と年がし
終こに
｀
て

盤ろなせ明
ので つめる
メすててい
イ °欲 ｀話
し我題
いがば
と吟か
願界り
うでで
bヾはは

支輩 つ精年周 溢こや常新と原 い全名点¬は目⌒廿年 ななのた独容ぞま
部のた鷹四年されとはにしこ点私た会が

L聖
見標教五⌒私げも方会吟のれし

・方¬先月のててでり大いろでたい員一が蹟事を場周平はてのもでの濃のた
会々千生に記

｀
い
｀
新切雰であちとの月成桜に提 嬌年成

｀
いと
｀
あ機いグ三

への代の¬念迎たフしだ囲するの思ごすじが結起分に廿昨つし先つ会もルグ
とご田ご千のえこレいと気がこ吟い協日遂丘実い室当三年てて輩たをの |ル
躍努
L指
代年たとツ会思を

｀
と詠ま力でげ

Lし
た
Vる
年の下
｀
のと得でプ 1

進力で導田に廿がシ員い醸新は活すの実ら分
｀
し二の
Vス
さ今方思たあがプ｀

がすの教当三痛ユのましし常動
・賜現れ室十ま五をが夕い年もいこり独別

発積がも場り年感さ方す出いには 物い ｀を二し0機千 1 
°
の
｀
まと
｀
創の

展み
｀
と
Lま はさと々

°
し会申
｀ とた会も月た名会代 ト ーこすで何性温

の重爾スとす
｀
れ明を温合員し教 大し員つ十が会に田に 層の

°
極よを習

歴ね後夕し
゛
会まる交習うさ上場 いま数て三 ｀員¬岳当 の経新めり活会

史ら多 |て昭開しさえ会こんげ・ にしも¬日そし二精た 飛験してもかも
をれく卜

｀
和設たにてでとをて分 喜た三二開のの五会り 躍をい充全し

｀

歩てのを飯六廿
°
満いもが迎い室 び °五五設結実拠開 ｀ に大会実員たそ

ん
｀
先切田十五 ちる ｀非えるが 合 ○拠の果現点設今 つ切員しが内れ

会
長
　
鈴
木
　
龍
成

て康明 せ備め会九ししンい  三
いにる今ん委ら員六ていクろ右せ

｀
ラ

ま留い年・員れの名の会 lいのよ_!
す意年が 会て合⌒初員ルろ諸う開°
しと
｀ のい同十級の練な事 !設

手な私 立ま研二研方習計項 廿
をりた 上す修月修々の画達 五
携まち り °会現をへ二を成 周
えすに は¬の在二の月樹の 年
てよと 申記実V回研スてた 記
進うつ す念施を開修夕てめ 念
む
｀
て ま大等擁講充 |い ｀ 大

こお
｀ で会のす ｀実 卜ま関 会

と互充 も■企るあのやす係 を
をい実 あへ画女る一 ｀が部 成
願にし りのが子い環新 ｀門 功
つ健た ま準進部はとしコで さ

―すに車 前れ修実歌組新で
会
｀°
取をこ進てな

L`織
設き

員全 りかのときど加¬化もた
一拠 組け積拡てもえ演の積わ
名点 みるみ大い加て奏た極け
の⌒ たべ重のまわユ巨め的で
純教 いくね歴すつ二¬のにあ
増場 と ｀て史 °て l剣¬進り
を・ 計今きだま幅ク詩部めま
実分 画年たとさ広な舞門らす
現室 いは歴申にい¬畦Lれ °
し
V 
た次史せ "活自等

の
｀
教

よが しのにま廿動作諸設ま場
う年 て重一す五が自研置たの
!初 お点層 °年展詠修 ｀活分
か り事の “開Lの¬動離
ら ま項拍 はさ研充詩の ｀

二
、

「武
道
館
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
」

へ
の
男

子
チ
ー
ム
出
場
と
上
位
入
賞
を
実
現
し
よ
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たわ無 吟に    ◇ 待名の重全い特    ◇°
せく全力発全参十新B もの会なて ｀に独参十二A
て進員の揮般加月宿グ⌒残ゲの経の初伴吟加二

｀
グ

⌒落行参向さ的人十
｀
ル八さス立験人め奏で人月清ル

菅ちさ加上れに数九新 1田れ卜ちだがてに全数―水 l

原着れはが
｀
教 日宿プ仁てが上 つ普の尺員 日Vプ

龍い
｀
運鮮素場八⌒第⌒風い出げた段体八登九⌒

琴て和営明晴で三火二東丸ま席を
°
と験の壇四水

丸楽気面にらの名
VV陽
のすさごま変で栗と名

V
のし調で見し練 杉 町内 °れ検たわ不城い な
内ん調もらい習 並: ｀第  ｀討 ｀ら安笙う か
女だの発れ吟の 公 丸二 来のこぬな童基 の
子温懇揮た詠成 会 の副 年団れ吟人先本 芸
教習親さ

゛
が果 堂 内教 度体か詠も生を 能

場会会れ 多が   女場 へからで居を徹 小
長でと支 く十   子長 のら詩 ｀たお底 劇Vし
合障  ｀分   V` 期数吟貴が願 ｀ 場

特
色
を
出
し
た
運
営
で
開
催

（丸
ノ
内
第

一
、
丸
の
内
第

ス 本まれ した人
卜参はでぞ全ため数年V加
共全れグ

°
に
｀
間

と総通員のル 今開三
ほ数でが狙 1 年催大
ぼはあ独いプ も時行
全二つ吟がに 三間事
会五たを現出 グ等の
員八と披れ席 ルの一
数名の露ての 1課つ
に⌒講すい鈴 プ題温
な含評るた木 でを習
つむで温が会 開ク会
て来し習

｀
長 催りは

い賓た会新は さア ｀
る
｀°
の会
｀ れす参°

ゲ 基員そ まる加

三
グ
ル
ー
プ
別
温
習
会

◇
Ｃ
グ
ル
ー
プ

（神
田
、　
ハ
ザ

マ
、
錬
水
、

鎌

ヶ
谷
）

十
月
十
七
日

（日
）
太
田
文
化
の
森

参
加
人
数
　
八

一
名

こ
の

一
年
間
の
練
習
成
果
の
発
表
と
四
教

場
の
懇
親
を
目
的
と
し
た
。

①
出
吟
順
、
座
席
と
も
教
場
枠
を
取
り
除
き

配
置
し
た
。

②

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
伴
奏
も
発
表
の

一
部
と
考

え
交
代
制
と
し
た
。

③
席
は
結
婚
披
露
宴
の
様
な
配
置
と
し
、
そ

の
侭
懇
親
会
に
移
行
し
た
。

（菅
原
克
風
練
水
教
場
長
）

当
国
喘
剣
訓
刻
週
対
到

本
部
男
子
チ
ー
ム
堂
々
の
準
優
勝
！

合
吟

コ

新
宿
第
二
　
入
住
　
章
雄

'ぼ遣雷量翁平
拍
°
本表四成

手第吟を六廿
と二院待チニ
歓位男つ 1年
喜
°
子
°
ム十

の準
L¬は一

声優我第全月
が勝々二て十
挙だの位出四
が !チ
｀
吟日

るチ |三を
｀

°
|ム五終武
突ムが番え道
然全呼岳

｀
館

F■ば精結 :V

将ル子出天 しコ

十をが場童たン十
四手見
°
王
°
クー

位に事千将岳 1月
とし準代女精ル十
大た優田子流は四
健
°
勝か
｀
か全日

闘なをら六ら国
｀

でお果十郷本か武
あ三た二女部ら道
つ河し名子男四館
た七
｀
出の子六で°

位念場四
｀
団開｀

願のチ三体催
天の本 l河がの
童メ部ム女参合
王ダ男が子加吟

ン
ク
|

ル
で
準
優
勝
の
感
激

星野久風 (清水)

心生指だ変館思跳でし¬がいのて行的性な園五気 教が流部か
か
｀
し吟光出わね八熱味半1｀各確いなのご田回込今場

｀
れへ分

畠元伝皇季盪慧未昌謄役
亀
募雰蓼馨

詮棺響塵最な標鷺自守意な
謝の
°
践あ回
°
り位導と更心のる部基勝を藤初す武れ第止

°
な

し先最にる目私
｀
のさ気にが入

°
分礎つ受・かさ道る二ま更い

た生後生
°
では人出れ合大一り練ので気け家らま館ぞ位らに強

い方にかこ銀入に来たの会つ
ゝ
習吟あ塊る吉¬じ出

Lだな感い
°｀
ごしれメ会伝が

°
入直に出のじると

゛
各優か場

°｀
い極電

酒指
｀
かダしわ一こつ前なの中方素迫目先勝 つに こ¬ま流

井導更らルてる気のた つ`夕盤を読力標生=た対 れ優 つが
新頂なはを丸吟に指吟宗てイにテやにとかし

゛
す で勝て背

宿いる練頂三に九導
L家
来ミな 1発満すらか練る 胸こ喜筋

教た飛習い年な五でへ先てンるプ声ちる毎頭習本 をそびか
場宗躍でた つ`点そと生いグとに練た吟国には部 張逃のら
長家を学

°
武た位れ繰がるが言入習男は熱な計の つし涙後

に先日ん大道とにま返 の揃葉れを性女心い十意 てたが頭
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皆 い大務 四奥最 1査
伝合ご事め毎六伝高クは文
⌒格回をら年名師段か抜化
二お癒とれ元が範位なけの
名目をらて気受十十がる日V出
会れいに審二段わよ恒
と員てるごし名のでう例
う一体ご挨た

｀
四行なの

遊中村池湯山高本岩右植橋岩功徳寺宮本細上菊廣八山花太ご同養高拶
°
中名な秋奥

佐川井田山手橋多崎ノ村本本刀本沼武荘田田地田田□山田ざ祈さ齢下 伝をわ晴伝
子                いりれのさ 準筆れれ以

竹春蓉康申英辰弘桂菱太淳行蒼順智峰麗舞也駿了仁隆龍龍ままた家り 師頭 ｀の上
風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風桜翠すし

゛
元
｀ 範に千下及

⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒
°よ~が審 八二代でび

ハハ神神清清鎌日丸丸鎌新錬ハ中清清銀東東東桜丸丸東草 う日風査 名六田サ師
ザザ田田水水倉暮一一ケ宿水ザ野水水座陽陽陽 ケ三二陽加  °も邪員  ｀名かン範
ママVVVVV里 VV谷VVマ VVVV町 町町丘VV町V  早でも 計 ｀らワ審

褒

冒

穏

以

引

酬

瑠

軍

国

蔵

奥
伝

（十
四
名
）

奥
伝
師
範（十
二
名
）

良 さ配は味の七入以すハ研きき先小れ の筈査年流
く一れり常で度名会外がザ修道で生学た当受でをを日私
考方る
｀
に指奥毎さの現マをで

｀
の生吟日審あ受経本は

慮
｀
事会教導伝回れ男在O大あま詩時題はでつけて吟平
し詩に員場的と楽教子でBいるたで代は家したた平院成｀
を深のの立いし場会はのにと健あよ吉吉たが者成千九
詩吟く方良場うくの員松み楽確康りり田先

°
病で廿代年

情ず心々きに資研雰七戸でし信的ま尊松生 気す二田三
をるがが雰立格修囲名分スんいにし敬陰が 入 °年支月
込にけ一囲つをし気

｀
室夕でたもたし作審 院一十部五

め際て日気わ許て
｀
女を |い し第

°
て "査 の年一二日

てし居をのけさお非子含 卜る 二`私い辞員 た前月入 ｀
吟そり楽醸でれり常会めじ日毎のはた世で めに三会当
ずのまし成す

｀
まに員てた々国人詩吉

L｀ 一受日し時
る詩すくんFがあす良五

｀
教で教生吟田で指 年審奥 ｀の

E歯

°

湯営絃讐ご豊条:塚
t塚
賃ガ毯た雪 婿慧暑菫暑

奥
伝
審
査
を
受
ハけ
ザて
マ

）中
伝
準
師
範（八
名
）

功
刀
　
蒼
風

藤仁山山三小金青酒加
原木崎ロツ林子本井藤

井
寿勢洋勝愛明澄恭帆虎
山山山山山山山山風風

丸錬神清神東東草新ハ
女水田水楽陽陽加宿ザ

`VVVV坂
町町
VVき

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

飯
田
最
高
顧
間
、
鈴
木
会
長
の
ご
指
導
を
得

て
お
り
、
人
格
技
価
及
び
教
習
方
法
に
於
て

優
秀
な
指
導
者
に
恵
ま
れ
ま
こ
と
に
幸
福
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
栄
え
あ
る
流
統
の

一
員

と
し
て
益
々
研
鑽
に
励
み
、
教
場
、
会
及
び

流
統
の
隆
昌
発
展
に
貢
献
い
た
し
た
い
所
存

で
あ
り
ま
す
。

奥
博
審
査
を
終
え
て

丸
の
内
第
二
教
場
長
　
山
口
　
隆
風

平
成
十
年
に
入
会
し
、
本
日
奥
惇
審
査
を

迎
え
た
。
会
場
サ
ン
ワ
ー
ク
に
集
合
、
緊
張

し
た
雰
囲
気
に
見
え
る
。
十
時
に
審
査
開
始
、

審
査
の
先
生
は
宗
家
と
前
澤
先
生
と
聞
く
。

受
審
者
中

一
番
目
が
私
で
、
廣
田
了
風
さ
ん

と
二
名
が
試
験
場
に
入

っ
た
。
あ
ら
か
じ
め

奥
博
の
場
合
指
定
吟
が
二
題
あ
り
、
古
田
松

陰
の

『辞
世
」
と
元
好
間
の

『山
層
難
詩
』

そ
し
て
俳
句
と
言
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
宗
家

か
ら

『山
居
雑
詩
』
を
二
人
共
吟
じ
て
下
さ

い
と
言
わ
れ
吟
じ
終
え
た
。
緊
張
の

一
日
で

あ

っ
た
が
、
楽
し
い

一
時
で
あ

っ
た
。

奥
伝
審
査
を
了
え
て

中
野
分
室
長
　
徳
本
　
順
風

一 し審た年話年上た¬
緒私た査

°
振を許審秋秋

しと
゛
でしりさ証査本日

て詩  ｀かのせ部が番春
い吟 無し受て門行の朝
たの 事家審戴担な十に
大縁 吟吉でい当わ一勝
槻は 技先やてとれ月る
鉾十 を生はいしま三と
風三 合のりまてし日L
さ年 格配緊す審た ｀と
ん前 さ慮張が査

°
恒all

か
｀ せあの ｀業私例説
ら月ヽ てる一自務はの錫
お唄 頂優圏身のこ奥が
誘を きじではお 伝ゝ詠
しヽご まいし三世数以じ
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奥
伝
審
査
を
受
審
し
て

錬
水
副
教
場
長
　
山石
本
　
行
風

細の無シシ指私描生しはとじ事の 気受

f:憂露τ曹桑雰墓黒ふ面♀曇薯暮醤言房主

とま了始高あ部が切
｀
居測がえで幹に重月

こでしまいり屋ら丁ず雑が出さし事しい三
ろ頂
｀
る¬
｀
で落寧く
゛
詩外来せた長て雰日

言7[ご :蓄暢言署言:戦こ曇∫讐i3ブ
注ま批蛙き俳句てつ思たに

°
直つのし晴る

意し評
Lて
句も吟たい

°
指男にて部た々よ

をたでの
‐の吟じ注出一定子気そ屋

°
とう

頂
°
は方ようじ終意し瞬さは持れで しな

きこ
｀
をりちるえ点

｀｀
れ¬ちが

｀ た青｀
れお吟も

｀
よまを岩迷た辞良余私 明空

選も誉じ¬¬うし頭崎い吟世く計は るが
吟
｀
めてラシごたに先ま題

‐
吟なイ い ｀

卜秀男
透言
賃
喜ま揚量:こ[言[属君素署雰貢

つをも
｀
しこの
°
体とくのな正指上楽過少

｀
田

て発とこてれ名しな言れ人りさ導達しぎな仕岳
お足 )のいかにかいうる生まれにしみてく事精
りい丸十きら相し様価事にしるよてがし

｀
現会

またの二たは応今な値を一た思りお少ま楽役に
すじ内月いなし回気あ実段

°
い吟りしいし中入°

ま第かとるいの持る感とこなのま判まむの会
こし二ら思べ吟昇ち階し励のど深せりし間為し
れた教諸いくを伝さ級てみ思がさんかたも教て
か
゛
場先ま時吟審えをおとい私

｀
がけ
゛
な場
｀

ら本聖生す間じ査致頂り充がな楽
｀
たよくには

は当蹟方
°
をらでしきま実こりし諸位う

｀
行や

分に桜の 作れ頂て ｀す感れにみ先のや年け十
家有ケご るるいお私 °をか判 ｀生程く月る三

り生よた菅ましくつン戴 のの

量E[撃県た[:奮〔童[薯誓
し合導先教こでれもりにめので
上格頂生場こ楽れあ

｀
なて賜教

げLい ｀長まにはり何 つ十とえ
まのて楽

｀
で吟いま度て二深て

すごいし初引じいしかし年くい°
報るい期張らのた退ま

｀
感た

告会教のつれだが会いと謝だ
と長室ごてると

｀
しまうしい

共
｀
仲指来よ

｀
最よしとてた

に幹間導てう一近うたうお岩｀
部
｀
を頂に本

ゝ
か
゛
奥り崎

心の日頂いなに楽とス伝ま先
よ先頃いたり落し思ラをす生

奥
伝
昇
伝
試
験
を
受
け
て

聖
蹟
桜

ヶ
丘
分
室
長
　
廣
田
　
了
風

清
水
　
寺
沼
　
智
風

幼
き
よ
り
水
戸
に
育
ち
、
小
学
校
か
ら
は

正
式
に
剣
道
を
習
い
ま
し
た
。
帰
り
道
鉢
巻

を
し
て
竹
刀
を
持

っ
て
詩
吟
ら
し
き
も
の
を

吟
じ
な
が
ら
町
を
歩
く
の
が
好
き
で
し
た
。

鞭
声
粛
々
や

。
霜
は
軍
営
に
満
ち
て
な
ど
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
懐
か
し
い
少
年
時
代
の

思
い
出
で
す
。
平
成
十
年
会
社
の
村
上
恒
風
、

大
槻
鉾
風
氏
か
ら
の
お
誘
い
を
受
け
岳
精
会

の恵いて奉居す在奥精田 た本んい水て半
おまが参仕住と

｀
伝進岳璽のかで時教頂ほ私

奥 役れ始り活地共清のを精来でらい代場きどは  社
伝 にてまま

｀
動のに水認重会十す学たかをま前長  会

審 立おつしを逗 ｀教許ね諸三 °ぶ私ら立しに年  ヘ
査 てりてた続葉組場をて先年 のに酒上た ｀勤 清の
に れまおのけ分織長戴参生 ｀ にと席げ

°
千め 水奉

際 ばすりでて室ののきりの家 もつでた入代た 教仕
し 幸のま ｀おで輸大 ｀まご元 つて自ば社田会 場活
て いです様り地活任誠し指・ て ｀己か同岳社 長動
で
｀
が々ま域動をにた導宗 こ改流り期精を  の

す少
｀
なすのの担感がご家 いめののの会退 宮継°
し幸障
°
皆一つ激

｀
鞭並 のて吟と友に職 武続

でい害歳さ環てで今撻び 機詩詠き人入す
も健とをんとおす回のに 会吟をで達会る 峰
社康のとへしり

°
遂下千 だを楽 ｀がさ一 風

会に闘つのてま現にに代 つ基し若清せ年

-4-

までの
す
｀
為°
皆に
様頑
ど張
うり
ぞた
宜い
しと
く思
お つ

願て
いお
申り
しま
上す
げの



詩
吟
の
会
に
入
門
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
四

月
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
飯
田
精
鷹
先
生
、

磯
田
精
信
先
生
の
吟
を
拝
聴
し
心
に
響
き
ま

し
た
。
そ
の
後
家
元
に
お
会
い
し
て
、
益
々

吟
道
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。
腹
の
底
か
ら

思
い
き
り
声
を
出
し
私
が
私
で
あ
る
様
な
気

が
し
て
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
体
の
続
く
限

り
気
力
を
持

っ
て
精
進
し
て
ゆ
く
積
も
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
を
は
じ
め
皆
々
様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詩
吟
と
の
関
わ
り
が
無
上
の
喜
び

ハ
ザ
マ
　
加
藤
　
虎
風

作
今
の
我
国
の
社
会
、
政
治
は
幕
末
の
志

士
同
様
、
さ
し
ず
め
悲
憤
懐
慨
頻
り
で
す
。

私
と
詩
吟
と
の
関
係
は
、
ゼ
ネ
コ
ン

一
筋
の

仕
事
人
生
で
、
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
定
年

を
迎
え
て
の
第
二
の
人
生
が
、
詩
吟
と
の
出

合
い
で
す
。
仕
事
が
趣
味
の
男
が
何
故
か
、

名
言
絶
句
、
古
今
名
詩
そ
し
て
、
美
し
い
日

本
語
を
表
現
す
る
伝
統
芸
道
に
限
り
な
い
魅

力
を
感
じ
ま
し
た
。
更
に
、
礼
と
節
の
上
に

慮
る
詩
吟
は
、
日
本
人
の
心
で
あ
る
と
痛
感

い
た
し
ま
し
た
。
平
成
二
二
年
詩
吟
を
始
め

て
十
四
年
で
、
師
範
審
査
会
で
栄
え
あ
る
奥

伝
師
範
を
賜
り
ま
し
た
。
教
場
長
を
始
め
と

し
て
い
た
し
ま
し
て
、
開
設
当
初
の
飯
田
先

鈴
木
会
長
の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
最
近
吟
友
の
輪
の
広
が
り
と

共
に
、
詩
吟
と
の
関
わ
り
が
無
上
の
喜
び
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は

一
、
吟
友
と
の
触
れ
合
い
が
楽
し
い

二
、
教
場
長
の
お
人
柄
、
親
切
丁
寧
な
ご
指

導
が
嬉
し
く
魅
力
的

三
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
千
代
田
岳
精
会

の
方
々
が
素
晴
ら
し
い

米
寿
を
控
え
て
の
人
生
で
、
様
々
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言
い
ま
し
て
■
マ

れ
ら
れ
な
い
の
は
、
宗
家
と
東
北
旅
行
会
に

ご

一
緒
出
来
た
こ
と
で
す
。
山
寺

・
松
島
は

故
郷
で
あ
る
事
も
手
伝

っ
て
か
、
楽
し
い
思

い
出
と
し
て
印
象
深
く
心
に
刻
ま
れ
て
お
り

ま
す
。
詩
を
吟
ず
る
時
は
至
福
の
時
で
す
。

自
己
啓
発
と
後
進
の
育
成
に
寄
与

清
水
　
湯
山
　
申
風

詩
吟
と
の
出
会
い
は
、
先
達
の
村
上
、
大

槻
両
氏
に
誘
わ
れ
、
平
成
八
年
十

一
月
十
八

日
清
水
教
室
に
入
会
し
た
の
が
契
機
で
、
浅

学
非
才
の
身
を
顧
み
ず
、
家
元

・
宗
家
を
始

め
千
代
田
吟
友
の
温
か
い
ご
指
導
と
、
ご
支

援
に
よ
り
曲
が
り
な
が
ら
も
十
四
年
の
星
霜

を
過
ぎ
、
今
日
の
栄
え
あ
る
奥
伝
師
範
審
査

に
臨
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に

吟
縁
友
情
の
賜
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

審
査
は
滝
田
幹
事
長
と
の
面
接
で
、
仄
聞

す
る
大
病
を
患

っ
た
お
姿
に
は
感
じ
ら
れ
ず
、

毅
然
と
し
た
温
情
の
眼
差
し
と
強
靭
さ
に
敬

服
し
、
吟
の
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
師
範
の

資
格
を
汚
す
こ
と
な
く
自
己
啓
発
と
後
進
の

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
い
、
吟
縁
の
交

友
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

奥
伝
師
範
を
受
験
し
て

ハ
ザ
マ
　
遊
佐
　
竹
風

昨
年
の
奥
伝
受
審
に
続
い
て
今
回
は
奥
伝

師
範
を
受
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
十

一
月

三
日
、
文
化
の
日
に
私
に
と
っ
て
は
十
二
回

目
の
受
験
で
あ
り
、
八
十
七
歳
を
過
ぎ
た
私

の
人
生
最
後
の
試
験
だ
と
思

っ
て
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
多
く
の
皆
さ

の
熱
気
を
感
じ
、
緊
張
し
て
試
験
に
臨
み
ま

し
た
。
最
初
の
筆
記
試
験
で
は
事
前
の
勉
強

会
で
教
わ
っ
た
こ
と
以
外
の
問
題
が
出
て
、

頭
が
混
乱
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
全
間
に
答

え
て
提
出
、
午
後
の
面
接
は
宗
家
で
し
た
が
、

当
方
が
老
齢
の
た
め
か
極
め
て
丁
寧
に
対
応

し
て
下
さ
り
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
九
年
五
月
に
ハ
ザ
マ
詩
吟
同

好
会
の
吟
友
十
三
名
と
と
も
に
岳
精
流
日
本

吟
院
に
入
会
し
ま
し
た
が
、
璽
来
飯
田
先
生

鈴
木
先
生
の
適
切
な
温
か
い
ご
指
導
を
頂
き

楽
し
く
研
鑽
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
名
誉
あ
る
奥
伝
師
範
の
許
証
を
戴
い
た
か

ら
に
は
更
に
心
を
新
た
に
し
て
日
々
努
力

・

精
進
を
続
け
な
ぐ
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

「原
点
は
教
場
に
在
り
」
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
回
奥
伝
師
範
を
戴
い
た
吟
友
が

当
教
場
に
三
名
お
り
ま
す
の
で
協
力
し
て
教

場
長
を
助
け
教
場
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
責

務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
と
も
に

一
人
で

も
多
く
の
吟
友
を
仲
間
に
入
れ
る
努
力
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

家
元

・
宗
家
を
戴
く
我
が
流
統
の
素
晴
ら

し
い
会
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、

楽
し
い
吟
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

奥
伝
師
範
審
査
を
受
審

丸
の
内
第

一　

右
ノ
子
菱
風

十

一
月
二
日
、
祝
日
。
秋
晴
れ
の
サ
ン
ワ

ー
ク
か
な
が
わ
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
午
前

宗
家
や
幹
部
先
生
方
の
受
審
の
心
構
え
や
注

意
事
項
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
試
験
が
始
ま
り
ま
し
た
、
し
か

し
頭
の
中
は
真
白
状
態
に
な
り
、
気
持
ち
は

焦
り
答
案
用
紙
に
上
手
く
書
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
午
後
は
滝
田
精
芳
先
生
の
面
接
で
、
午

前
に
書
い
た
答
案
用
紙
を
ご
覧
に
な
り
な
が

一 b一



ら
の
質
問
を
受
け
ま
し
た
が
緊
張
で
日
頃
の

自
分
で
は
な
い
有
り
様
．
先
生
は
勉
強
の
や

り
方
は

「日
で
読
む
だ
け
の
暗
記
よ
り
も
筆

記
を
し
て
覚
え
る
事
が
大
事
で
す
よ
」
と
優

し
く
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。
日
頃
の
勉
強
不

足
を
大
い
に
反
省
さ
せ
ら
れ
た

一
日
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
吟
に
心
新
た
に
精
進
い
た

し
た
く
思
い
ま
す
っ
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

奥
伝
師
範
を
受
験
し
て

ハ
ザ
マ
　
中
川
　
春
風

平
成
廿
二
年
十

一
月
二
日
、
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
サ
ン
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
会
場
で
、

筆
記
試
験
と
宗
家
面
接
試
験
が
始
ま
っ
た
。

事
前
に
、
筆
記
試
験
予
備
講
習
会
も
済
ま

せ
て
、
悠
々
で
臨
ん
だ
か
、
講
習
会
と
違

っ

た
問
題
が
出
題
さ
れ
、
日
頃
の

「常
に
勉
強

「常
に
詩
に
親
し
む
」
心
構
え
の
虚
を
つ
か

こ
の
度
、
中
伝
準
師
範
の
筆
記
試
験
も
無

事
に
終
わ
り
合
格
の
通
知
を
頂
き
、
本
当
に

は
っ
と
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
菊
地
教

場
長
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
の
ご
指
導
の
賜

物
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

出
題
の
中
に

「抱
負
を
述
べ
よ
」
と
あ
り

ま
し
た
の
で
、
私
自
身
の
希
望
と
し
て
、
熊

谷
市
に
岳
精
会
の
教
場
を
持
ち
た
い
と
、
大

そ
れ
た
事
を
書
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

宗
家
信
条
を
基
に
、
漢
詩
を
詩
吟
と
し
て

自
ら
の
声
で
表
現
す
る
の
は
、
こ
の
上
な
い

至
福
の
時
で
あ
る
事
を
よ
り
多
く
の
方
に
知

っ
て
頂
く
為
に
、
教
場
を
開
こ
う
と
思
い
立

ち
ま
し
た
。
諸
々
の
準
備
に
つ
い
て
諸
先
生

方
の
ご
指
導
を
戴
き
、
始
め
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

甘
二
年
度
の
指
標
に
あ
る
様
に
、
本
当
に

「吟
縁
に
感
謝
」
で
す
。
皆
様
の
お
力
添
え

が
無
け
れ
ば
、
こ
の
様
な
気
持
ち
に
は
な
ら

な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
夢
を
実
現

さ
せ
る
為
、
そ
し
て
楽
し
く
有
意
義
な
教
場

が
出
来
ま
す
よ
う
に
、
私
も
初
心
に
帰
り
娘

共
々
励
ん
で
参
り
ま
す
。

諸
先
生
方
、
今
後
と
も
ご
指
導
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

年
齢
に
負
け
な
い
よ
う

錬
水
　
仁
木
　
勢
山

平
成
十
三
年
四
月
、
ふ
と
し
た
事
か
ら
詩

吟
を
始
め
、
足
掛
け
十
年
が
経

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
今
回
、
中
伝
準
師
範
と
言
う
こ
と

で
受
験
す
る
こ
と
に
な
り
、
年
月
の
速
さ
に

今
更
な
が
ら
驚
い
て
い
ま
す
。

私
は
北
関
東
の
出
身
で
イ
と
工
の
区
別
が

出
来
ず
加
え
て
ア
ク
セ
ン
ト
は
尻
上
が
り
で
、

人
前
で
の
話
は
大
変
苦
手
で
す
。
教
室
で
も

吟
題
で
引
掛
り
、
本
題
に
入
る
前
に
苦
労
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

幸
い
今
回

「準
師
範
」
挑
戦
ま
で
漕
ぎ
着

）岡鯨
れ難
い
群
鰤
噛
難凱罐
犠
卸
嗣岬
蠅
綾

つ労 正中人は¬試 置れ
中 て つ終に核生違ご験少 し ｀
伝 いてわ¬と経う苦にして答
準 て重 つ天な験 °労臨時い案
師 酔ねての つを¬様む間たの
範 いたま声て活年で °をよ提
の が杯だL｀か配す時おう出
東お 遅も陽で組 しのL々 いだは
陽許 か¬はあ織教師 ぐ廊て ゛受
町し つ天高る強場範 ら下 ｀ 験
を たのく ゛化のはいで宗 者
小頂  °声 ｀ に皆 ｀だす家 の
林い  L仲  励をそ つれの 最
て  が間 む先のた違単 後
明   頭と こ導豊が つ独 尾
山   に労 とし富今た面 に

残を L｀ な日際接 位
=

に
こ
だ
わ
ら
ず
正
確
に
吟
ず
る
こ
と
に
留
意

し
、
更
に
作
者
の
詩
情
が
出
せ
る
よ
う
頑
張

る
所
存
で
す
。

齢
八
十
を
越
え
た
作
今
で
す
が
、
年
齢
に

負
け
な
い
よ
う
吟
道
に
精
進
し
、　
一
生
詩
吟

を
愛
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

中
伝
準
師
範
に
合
格
し
て

神
田
　
山
崎
　
洋
山

吟
を
習
い
始
め
て
八
年
に
な
り
、
こ
の
度

川
崎
の
サ
ン
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
に
て
中
伝
準

師
範
を
受
験
し
、
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
大

変
嬉
し
く
感
無
量
の
気
持
ち
で
す
。

試
験
問
題
の
内
に

「心
構
え
と
抱
負
を
述

べ
よ
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
考
え

て
い
る
う
ち
に
私
の
今
迄
は
吟
を
習
う
こ
と

だ
け
の
気
持
ち
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
吟
縁
を
大
切
に
し
流
統
の
吟
を
広
め

る
よ
う
心
掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

し
た
。
先
生
方
、
諸
先
輩
方
に
軌
道
修
正
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら

「吟
友
の
輸
」
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
ご
指
導
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚

一
層
の
精
進
を清
水
　
山
口
　
勝
山

こ
の
た
び
中
伝
準
師
範
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
に
な
り
、
初
め
て
の
こ
と
で
緊
張
し
ま

し
た
。
吟
を
習
い
始
め
て
ま
も
な
く
八
年
に

な
り
、
そ
の
間
の
履
修
吟
は
三
百
を
越
え
ま

し
た
。
様
々
な
先
生
方
か
ら
ご
指
導
を
頂
き

今
日
に
至

っ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
い
ず
れ
は
習
う
立
場
か
ら
指
導
す
る

立
場
に
な
る
こ
と
を
思
う
と
、
尚

一
層
精
進

す
る
覚
悟
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
の
習
得
も
視
野
に
入
れ
、
吟
縁
に
感
謝
し

つ
つ
一
日

一
日
を
過
ご
し
て
行
く
つ
も
り
で
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にま学出と事まさ未つ声奇仲
心すび来なはす面だて

｀
心間仕

か
゛｀
まり曲・白にも腹かの事

ら諸健しま程こさ遅難式らごを
感先康たし有のは々じ呼始縁し
謝生を
°
たり度年とく吸めをな

申
｀
維今
°
まの数し思

｀
た頂が

し諸持後やす試をてい私詩きら
上先しもつよ験重いまに吟な諸
げ輩てまととはねましとでが先
ま
｀
いず入教こるすたつしら生

すおき楽□えれ毎が
°
てた健
｀

°
仲たしにてかに詩我ど

°
康諸

問いみ立頂ら感吟がれ素維先
のとなつくもじの歩一読持輩
皆思が事機学て楽みつ

｀｀｀

様いらが会ぶいしはと発好お

有い努 人しい良なに長かし二
中 難申力こ生い流いい励のしま年此
伝 うし致れをお派趣かま熱らつのの
準 ご上しか過友に味とさ心とた運度
師 ざげまらご達入に思れな心脳転は
丸範 いますもさがれ巡い何ご配細免筆
の試 ますの吟せ大てりまと指し胞許記
内験 し ゛でがて勢頂逢すか導て ｀以試
女を た教 ｀少頂出きい °クをお果来験
子終  °場皆しい来 ｀｀本り頂りたンと
え  長々でてま良そ当アきまし十の
藤て  に様もおしいしにを .`し

て年お
原   感宜上りて先て吟しまた記 ｀話

謝し達ま
｀
生素詠たたが憶錆

｀

寿   々くすす楽 ｀晴とのお ｀出つ昭
山   々おる °しやら言で仲教来い和｀

願様 いさしうは間場るて四

樹
ゲ
麟
確
曖
鍋
鵬
麒
い軽
∽Ｆ
雌
騨
デ
て
鞭

中
伝
準
師
範
を
受
審
し
て

東
陽
町
　
金
子
　
澄
山

よ為ノ心同気にには¬く つにで励に情 1確 待望うもえをする二
るにミ苦様儘近は荷月飲初にしはまし溢シ実処しむにうば余が通歳入
健もユしのをい出が下んめ浮てこしよれ ヨにでまべな少漸儀

｀
過に会

康 二`いこ通詩来重独だて上おのてげるン増こしくれしくな身点な後
増今ケ思としをるす酌とのしり練戴返ご機えの よもば高声く体にり初
進年 |いかて選だぎ

‐の温て
｀
習きつ指会た一うあとい変さ機過まめ

効はシをらしびけるを感習い寧後恐て導での年かりも声われ能ぎすて
果腹 ヨし先また自様選慨会るるの縮いのすがを

°
ま思がりてのな

°
の

をかンた輩いい分でびもでとこ一する後
°
練振 せい自をい上い古年

期らのこにまとのすま込はもれ杯る時
｀
先習替 んま然経までよ稀を

待声楽とごしのそ
゛
しめ
｀
言がをばも自輩後つ ゛すに験すはうも越

しをしが迷た想の唯たて練え参こか
｀
分方のて 初が楽す ゛年に作し｀

出みあ惑
°
い時こが菅習ま加より席ののノみ 夢 ｀にる十相も今還

多すをりを以がのう
｀
茶後す日なでを至丁ミま に簡出年二応思で暦

少こ失まか前あ気い新山全
°
的くす改ら寧ユす で単せ齢歳のわは後

はとわすけにり持う米のく の楽 °めぬで二と もにるでと変れ単の
まにぬ
°｀
も
｀
ち折に 良 一み今て吟温ケ ｀ 期はよす言化まな十

鐸
男

ｏ
鐸
☆

今
年
の
干
支
は
辛
卵
で
す

年
の
細
や
か
な
夢中
野
　
一二
好
　
彬
弘

‐

ー

なしあ三たれ 富日た頂先宮日士 た思詩姿さて月
がたつつ

゛
ざ十士頃

｀
者日浅の登八いい情勢れもよ昨

ら廿たのスる月にの一⌒大間出山月
°
なををる

｀
り年

｀
名
°
村べ秘に新足二七社大・をに が込よ姿味詩は

出の近にイ境海た腰四〇か社おし七 らめくをの吟中
近
況

中
野

小
蔦
　
正
弘

よにと
う 
｀
も

初現な
夢在吟
を水に
実三な
現本る
すの様
べ吟努
くがめ
願水ね
つ二ば
て本と
いで思
ま出う
す来と°
る共
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うま往早か出念で だ詩る しで教言Vす
復朝と来乍お私けはよ今なす室う調新

と
゛
約に考まらりはで

｀
う年かねで間布年

思⌒五起えせ部
｀｀｀
二菊の つ

L―
菊に吟の

いそi腎床たん屋静多不月地温たと池一詠お｀
ラをしの

°
でか摩安と先習の指先年ク喜

ハだ一多がさ詩でり||に三生会で摘生がラび
ガ
｀
時摩朝て吟環にな月にですさに経ブを

キこ間川の
｀
の境近 りは言 "がれ¬過へ申

大のかのウど練のいまじわ客 : 
｀
来し入し

の時け土オこ習良集じめれ中
°
そ年
｀
会上

紙間て手 lで をい合たにまの れは十しげ
にを歩をキ練す所住

°
二 し作 ま卵一てま

詩利い狛ン習るで宅 回たL で年月 ｀す
を用て江グしこすに 習 °を 考 ｀八あ
写しおま時よとが住 つこ吟 え年日つ
しよりで

°
うは残ん たのず も男のと

たつ迷か百言
早 い好惑らか¬百
朝  °きかLら六七
ウ  なけの百十歳
オ  こず気か ｀ま
|  と ｀持ら七で
ギ  を夫ち ｀十生
ン  コ婦でわ鼻き
調グ  ツ共 ｀したた
布が  コ々今もれ彫
練  ツ健年こ小刻
堺習  と康もれ僧家
の  続にまか ｀平
場  け留たら男櫛
て意世
｀
盛田

健   行し聞こり中
きつにれはの

いまも時し的を日十°
た体問てなまの三
行力余も町だ面枚
きのの成 :伝影の
た必空田少えを作
く要路 ↓じるい品
な性はパは村まを
るをきり表

｀
も現

よ実つ ↓現思残場
う感くマ出いすで
なし
｀
ド来出村描

気た矢りた忘
｀
き

力
°
張 ツかれ歴上

を暫リド・得史げ
持 くこのそぬのた
ちしこ十れ魅重

°

たてで五に力み昔

〔
教
場
た
よ
り
〕

芝
大
神
宮
秋
季
大
祭
奉
納
吟

清
水
　
松
田
　
好
泉

「芝
神
明
の
だ
ら
だ
ら
祭
」
と
言
わ
れ
、

朝
舗
が
肘
十一劃
鵬
酷
叡
漱
¨
嗣
岐
凛
載
に
ひ

広経企  同準全さ年た営へに
報理画  副備員れ記 °｀バ向記
小小運同同委委参承念企経 卜け念
委委営  員員画認大画理ン ｀大
員員小  長長の後会運 ｀夕十会
長長委 大

｀
案営広 ツニプ

員菊菅山耳会具
L小
報チ月ロ

長地原回塚て体が委小さ七ジ
す的一員委れ日エ

駿克隆昇ごな月会員
｀
付ク

風風風風協活のの会そけト
八菊山副副副総力動幹¬がのでは
田地国会会会括下に事創お下準十
長長長副さ入会立かに備月

程次聴 た :の信温 て
お第 しそがと先は習い毎
願でなの

｀
思生持会よ朝

いすが後まい方 つがい練
申
°
ら先だな

｀
て始よ習

しこ
｀
生まが先臨ま十を

上れま方だら輩みり月積
げかだの未もをまま十み
まら一素熟

｀
前じじ九重

すも年晴者思にたた日ね°
宜生ら
｀
いしが
°｀
ま

しだし結切て
｀
あ杉 し

くとい果り吟やる並た
ご痛詩は吟ずは程公

°

指感吟 ?じ るり度会
導しを
°
まの大の堂

のた拝 しが勢自で

創
到
ヨ
劇
刷
到
馴
側
劉

仁駿隆
風風風

会いりに二れ企委十
長
°
ま提五ま画員六
す出周し運会日

さ姿 陰 "錫崎て部 ¬¬¬ 各もりたつが拝 ¬峨 ¬東芳南偶山時吟人鈴し
゛

た見殿富眉山明野郭感中に題精木て清°
ら前嶽山行 ¬に¬

し
諸憩は一会練水

れの
L月 L秋

遊月西生う
｀
杯長習教｀

椅乃の杜思ぶ下郷に
L俳
吟のを場

熱子木歌牧
LL独
南示良句詠出しで

心席希
L¬
張頼酌州す寛¬し席ては

にに典李九籍山
L¬
⌒
｀
夏たもい月

耳は¬白月¬陽菅夜そ絶草
°
いる二

を多菊 ¬十秋 ¬茶墨の句や た縁回
傾数花辞日風古L如水五¬

L 
だも参

けの
L世Lの

機 ¬を
V帰
芭 いあ集

て参白
饉
菅弓i偶母下

L雁
蕉 てり殿

い拝居吉原
L感
をる王
し ｀ 神 ｀を

て者易田道rllL奉
饉
守杜短 前今お

下の
°
松真萬宮じ服仁甫歌 で年借
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◎
ア 会廣第十丸
ク 場田三二の
セ  了 0月 内
スカ多風四十第
サ摩分月三二

京ブ市室曜日教
王 エー長日 場
線 1宮  開桜
聖ルー新十設 ケ

蹟ビ 1会二 丘
桜ルニ員時 分
ケー三  ; 室
丘○ |四十
駅二五名四
か   時
ら

刺
州
曇
剰
調
調

ヨ
婦

『

覇

笙

調

訓

くおつ積クほ 早正点 化作の設教 ⌒   九◎千は
お礼たみルか現め式 口千サリ空立室市西会西第月鎌代鎌市
願を諸重と民在で発二代 |ま いをが川山場山二一ケ田ケ川
い申先ね交謡会開足五田クした志存市分 定 0日谷と谷市
致し生を流

｀
員設のOがルた日し在内室市泉四 教し ｀に

し上
｀
考を俳でを要名昨と

゛
を
｀
しに長川分木開場て松待

まげ市え広句あ決請
‐
年し二自市まはの市室曜設市二戸望

す
｀
川てげ
｀
る意がを春て年主関す小挨信長日 川四との°

今同い楽川¬しあスЧ認目練係
°
人拶篤   分番三分

後好まし柳漢たリロニ定に習者三数
日
公新十 室目拠室

と会すみな詩次
｀
l五 さ同にの年の 民会六  の点が

もの
°
などを第来ガ周れ好借助前流 館員時  拠と誕

ご方おがの読で春ン年ま会り言か派 :二  ゝ 点な生
指々世ら文むすのに 口しをてでら等 主名十  でり °
導に話地化会

°
予掲二た作実

｀
教約 会 八  すま千

宜厚に道サ
L 
定げ五
°
り績施場三 場 時   °し葉

し〈なな |の  を ｀拠 文を設のO た県

つつ分長気ち 勉助髄 は場はやたれト
教たけにに持に吟強言も母出し つ`

゛｀
ホ十

場とる気言ち詩友すも少か来て関と神一 l月
の思稽付わがのもるあしらまき東思翠般ル三
皆つ古きれ持世出こりは

｀
せま大い流一に日

様てを
｀
たて界来と

｀
分詩んじ会が神部於

｀

にいし詩手るに
｀
に母か吟でたで叶翠でて札

はまてを順よ踊色なとるをしが優い館優全幌
いす来理だうり々リーの勉た

｀
勝まに勝国サ

つ
゛
た解けにがとま緒で強

°
中しし入す決ン

も 事しでなつ勉しにはじ 々全た門る勝プ
応 が表舞りい強た東なた 優国 °し事大ラ
援 優現 つまてし ゛陽いら 勝大五てが会ザ
し 勝力てしいて 町か剣 す会年早出がコ
て にをいたくい 教と舞 るに前八来開ン
頂 繋身る °様く 場いの こもか年ま催サ
き がに自館なう でう真 と出ら ｀しさ |

ご人五 な京 定吟丸露はの し
ビΨ支の拠こり王指者友二を会席十
ク◆援室点のま線導もが

｀
鈴場で一

夕Ψを長が二し沿は四お東木を地月
1◆おさ見分た線一名祝陽会決元三川
剣Ψ願ん事室

°
は月出い町長めで日崎

東詩◆い有にの 調十席に ｀｀｀教 ｀街
陽舞∇し難達開 布日さ駆ハ磯十場奥道
町全◆まう成設 分かれけザ田二開伝沿
国Ψす
゛
出に 室らまつマ常月設審い

小大◆
°
皆来よ にスしけ ｀任十を査徒

谷会Ψ さまり 続夕た開清顧三表を歩
野で◆ んし ｀ き l °催水問日明終八
優Ψ のた目 ニト ｀教をに ｀え分
連勝◆ 温 °標 拠し 入場は開翌 ｀
弘   かおの 点ま 会かじ設日慰

い三二 とす 予らめ披に瀬

益
々
剣
舞
が
楽
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
吟
と
舞
い
に
意
欲
を
高
め
、

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

漢

詩

（
十

四
）

丸
の
内
第
二
　
八
日
　
仁
風

舟
艇
守

の
尺
入
　
　
大
野
　
添
山

炎
熱

の
夏
は
去
り
て
秋
風
来
る

ス
は
清
し
湘
歯
逗
子

の
渚

微
か
に
闘
く
潤
議

の
邊
か
に
漣
を
渡
る
を

社
を
停
め
て
平
歌

つ
れ
ば
千
島

の
崎

斯

の
崎
老
未
恙
る
る
能
わ
ず

昔
提
督

入
代

の
愛
詢

四
十
二
年

一
夢

の
中

哲
人

一
た
び
去

っ
て
復
帰
ら
ず

一
竿

の
重
書
能
く
普
を
映
し
て

竹
に
闘
う
今
代
勇
士

の
心

漠
雪
■
を
議
う

て
特
に
人
を
し
て
注
か
し

秀
横
見
え
ざ
る
は
及

っ
て
情
有
り

室去

にら
入ん
つと

て牧

議し
をて
見低
れロ

ば去
範る

恙能
のわ
晏ず
し
ま

後の洋を宮大
は訪艦志城野
逗英¬願県
子に浅
°
生孤

でも間日ま山
英随
L露れ⌒

語行で海
｀
一

を
｀
部戦家八

教終下で貧八
え生とはじ二
な敬し
｀
く ;

が慕て八苦一
らし戦代学九
漢たう艦し五
文
°°
長て五

学退八の海
V

三役代巡軍
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◇        山        上◇
思句以て 桜清楽に二詩少き会 田ほうえ詩君まま 村丸
つが前頂八日水し先回吟ななの蒐 どでてののせし詩逸の申

石誓オ
ミ
県薩務そ弄早急基多撃誓勝鯉

t辱
彗頭をふ檜査窒

新

まで
｀
中ら氏中すを独めリオを一氏い今る

｀
もし
｀
は⌒二会

た課壽雰義穴雰
°
鷺愴即何ふ奮雰牢よ警寒書ぢた層響斉諺員°え`室田月室 さ挑入か減て元月すも`の`今的か入 紹

麗な誓裏露曇  菫撃含:ぞ彗展会
°
」響喜翁目醤星3 介度良絶わ会V  しセなた声れでV しかまし窓う味  日
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